
今回のテーマ：「丹波市では地域と学校の協働は
どのように行われているの？」

13:30- 開会・お知らせ 本プロジェクトの趣旨説明

13:50- 報告①『コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進』
足立 恵一さん（社会教育・文化財課 係長／社会教育主事）

14:10- 報告②『船城地域の地域学校協働活動の取り組み』
金川 方子さん（地域学校協働活動推進員／地域コミュニティ活動推進員）

14:30- 報告③『春日部地域の地域学校協働活動の取り組み』
畑 英文さん（地域学校協働活動推進員／地域コミュニティ活動推進員）

15:00- グループ交流『感想・意見交換』

15:45- 全体交流 グループ交流から出てきた意見やアイデアを発表・情報提供

16:00頃- 閉会

丹波「学校を核とした地域づくり」プロジェクト

学校を核とした地域づくり講座 第1回
2023年8月26日（土）13時30分〜16時00分頃



社会教育士とは？

学びを通じて、人づくり・つながりづくり・地域づくりの中核的な役割を果たす。

・社会教育主事講習等の学習成果が、教育委員会事務局や首町部局、企業、NPO等の社会教育に
携わる多様な主体の中で広く活用され、連携・協働して人づくりに活躍していくことを図るために、
2020年4月から新設された称号。
・社会教育の体系的理解や専門性、コーディネート能力・ファシリテーション能力等の発揮が期待さ
れる。



特定非営利活動法人丹波ひとまち支援機構のミッション

たんばから ひととまちを 支援する

地域課題はたくさんありながら、その担い手や財源は減る一方です。しかし、自らが住むまちを、自ら
の手で見直したり、つくり上げていくことは、やりがいや楽しみでもあります。

これからも地域社会で豊かに暮らしていくためには、これまでの仕組みのあり方を見つめ、住んでい
る皆さんの形にしていくことが大切です。

たんえんでは、丹波市を拠点に、人と人を繋ぎ、まちを前向きに考えていける、変えていける仕組み
づくりに挑戦します。

地域運営組織や市民活動団体への支援、生涯学習の推進を通じ、持続
可能なまちづくりにむけた地域自治の再興と市民意識の醸成に挑戦す
るため「丹波ひとまち支援機構」2020年10月に設立しました。



丹波市では 201７年から「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」を導
入し、各小学校に学校運営協議会を設置して「地域とともにある学校づくり」に取
り組んでいます。今年度からは「学校を核とした地域づくり／地域学校協働活
動」が丹波市教育委員会の教育実施計画の重点施策に設定されました。

学校・地域との連携・協働の推進役となる地域学校協働活動推進員は8名です。
学校・地域・市民活動等をつなげるコーディネート役として求められるものは大き
く、行政部署間の連携、推進員の人材育成、地域住民や教職員の理解促進等が課
題となっています。

今年度は、「子どもも大人も学び合い、育ち合う、誰もが楽しく参画できる地域
づくりをめざして」をテーマに、地域と学校の連携・協働のあり方について考え、
学ぶことができる機会をつくり、地域学校協働活動に関わる人々・関心のある市
民のために本プロジェクトに取り組んでいます。

丹波「学校を核とした地域づくり」プロジェクトの目的



昨年度の取り組み （のべ133人が参加）
※実施レポートは特定非営利活動法人丹波ひとまち支援機構のWEBページに掲載しています。

◎交流会（キックオフ）
「丹波市立南小学校の地域学校協働活動 これまでとこれから」

報告者：学校長、学校運営協議会会長、地域学校協働活動推進員

◎学校を核とした地域づくり講座
第1回  「地域と学校の連携・協働によりもたらされる効果」

秋津コミュニティ顧問・CSマイスター 岸裕司さん

第2回 「人づくり、地域づくりのための地域と学校の協働」
鳥取県南部町教育長・CSマイスター 福田範史さん

第3回 「“楽しく”連携・協働していくためのコツ」
NPO法人埼玉ハンズオン・真庭市立中央図書館長 西川 正さん

◎ふりかえり交流会（会場：丹波市立南小学校）
「子どもも大人も、学び合い、育ち合う地域になるために」

報告者：学校教職員、地域学校協働活動推進員、社会教育委員
    学校教育・社会教育・地域づくり関係部署の行政職員、たんえん



今年度から「学校を核とした地域づくり」が本格的に始動

令和5年度丹波市の教育（実施計画の重点施策）に
「学校を核とした地域づくり」が明記された。



今年度の予定

①学校を核とした地域づくり講座の実施（全3回／8月、9月、10月）

②コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な取り組みに関する

 アンケート調査の実施（全小中学校向け）

③地域学校協働活動推進員に対するヒアリング調査

④ふかえり交流会の実施（2024年2月頃）

⑤行政への政策提言・協議

⑥「丹波市版地域学校協働活動ハンドブック（仮）」の作成



プロジェクトを通して見えてきた課題

・地域学校協働活動推進員の配置が進まない
 現状：8名 ／ 目標値 R5：14名 R6：15名

・学校教育、社会教育、家庭教育、生涯学習
地域づくり部署の連携が必要
学校支援コーディネーター・地域学校協働活動推進員・
地域コミュニティ活動推進員の連携や役割の整理・統合

・地域における学びを推進する人材の育成が必要
社会教育士や地域学校協働活動推進員の育成

・地域づくりを支える教育体制
（地域教育プラットフォーム）のあり方の検討が必要
学びを支える社会教育施設（図書館）・地域（自治協議会）
と学校とPTA等との連携による学び合いの場づくり



地域学校協働活動による地域教育プラットフォームづくり

学校
教育

社会
教育

家庭
教育

生涯学習活動

地域づくり活動

市民活動・NPO

企業・大学の活動

教育行政・首長部局の横断連携体制
（学校教育・社会教育・家庭教育・
生涯学習・地域づくり部署）

学校・地域・PTA・家庭の連携・協働
社会教育施設（図書館）との連携

地域教育を支えるコーディネーターの
配置・育成
（地域学校協働活動推進員・
社会教育士等）

つながりづくり → 学び合い
↑ 地域づくり ← 人づくり ↓

持続可能な地域コミュニティの基盤形成
持続可能な地域の担い手づくり





教育振興基本計画のコンセプトと基本方針

◎コンセプト

・2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成 

・日本社会に根差したウェルビーイングの向上

◎今後の教育政策に関する

 基本的な方針



今回のテーマ（趣旨）

丹波市では地域と学校の協働は
どのように行われているの？

地域と学校の連携・協働に取り組む行政担当者、地域学校協
働活動推進員の実践報告を通して、お互いの取り組みを共有
し合い、今後、地域と学校の協働のあり方についてみんなで考
えます。



報告①『コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の
一体的推進に向けて』
丹波市教育委員会 社会教育・文化財課係長／社会教育主事
足立 恵一さん

報告②『船城地域の地域学校協働活動の取り組み』
地域学校協働活動推進員／地域コミュニティ活動推進員
金川 方子さん

報告③『春日部地域の地域学校協働活動の取り組み』
地域学校協働活動推進員／地域コミュニティ活動推進員
畑 英文さん

（各20分間）

報告



報告を聞く際の視点

• 丹波市は「地域と学校の連携・協働」や

「学校を核とした地域づくり」で何を目指しているのか

• 地域学校協働活動ではどのような取り組みをしているのか

• 地域学校協働活動推進員はどんな役割を果たしているのか
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